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富山市競輪事業行政視察報告書 
 
 
 標記の件につきまして、下記日程にて行政視察を行いましたのでご報告申し

上げます。 
 

記 
 
 
１．日   時   ： 平成 ２５年 ４月 １９日（金） 
 
２．視察参加者   ： 野口 正、山本 芳敬（真政クラブ） 

           植松 泰之（会派に属しない） 
    

３．視 察 先   ： 富山県富山市 
 
人 口  ４１６，８１８人 

 面 積 １，２４１.８５ｋ㎡ 
  
 ４．視 察 目 的     
      
      ・包括民間委託の実施状況について 
 
 
５． 視察対応者 

  
 ・経塚 達也（富山市商工労働部 公営競技事務所 所長） 

   ・吉川 智之（日本写真判定株式会社 事業長） 
・山野 憲一（日本写真判定株式会社 事業長代理） 

   ・竹内 さゆり（議会事務局 調査係主任）  



Ⅰ．富山競輪の沿革について 
 
 ① 施工者等 
   ・競輪施工者名   富山市 
   ・競輪場設置者名  ㈱ 桝田酒造店（民間の施設である） 
 
 ② 事務組織図 
   ・公営競技事務所長  １名 
   ・公営競技事務所職員（５名） 
    主幹（所長代理）１名、主査１名、主任１名、主事２名 
   ・包括委託業者（日本写真判定㈱） 
 
 ③ 沿革等 
 

・昭和２６年 ４月  全国で５８番目 開設 
   ・昭和６３年１２月  富山競輪場で場外発売実施 
   ・平成 ７年 ４月  第１回 ふるさとダービー富山開催 
   ・平成２２年 ４月  日本写真判定㈱に包括業務委託を実施 
   ・平成２４年 １月  従事員の身分を包括委託事業者に移管 
              （防犯隊員は警察ＯＢ、市で直轄） 
 
 ④ 年度別売上高（富山競輪のみ）    一日当り入場者数  開催日数   
  ・昭和２６年   ２億８１００万円   １，７７７人   ７２日 
  ・平成 ３年 ２３４億６９３０万円   ４，９０５人   ９０日 
         （場外発売なし）       

・平成 ８年 ３６６億９１８０万円   ４，１８２人   ８１日  
  ・平成１７年 １５７億  ５１万円   ２，４６３人   ７３日 
  ・平成１８年 １５５億２８２９万円   ２，４００人   ７０日 
         （ふるさとダービー開催） 

・平成２１年 １２５億１４９１万円   ２，３７６人   ５８日 
       （包括民間委託前） 
・平成２２年 １２１億 ２６８万円   ２，１００人   ５８日 
       （包括民間委託後） 
・平成２３年 １１０億５７６９万円   １，９９３人   ５８日 
・平成２４年 １０３億５８２７万円   １，５９１人   ５７日 

 



⑤ 売上高と一般会計繰出し金 
  
         場外含む売上高   一般会計繰出し金 場外発売含む日数 
・平成１２年度 ２８２億 ７１８万円 ３億９６００万円  １５６日 
・平成１３年度 ４１４億５９７１万円 ９億     円  １６９日 
・平成１５年度 ２８６億３６２３万円 ３億７２００万円  １９３日 
・平成１６年度 ２８１億１８７５万円   ８１００万円  ２２１日 
・平成１７年度 ２７７億２５５５万円 １億     円  ２３０日 
・平成１８年度 ２７７億４２６６万円     ゼロ 円  ２４１日 
・平成１９年度 ２５７億７６９７万円   ９０００万円  ２４９日 
・平成２１年度 ２３７億７７６８万円   ２０００万円  ２７２日 
・平成２２年度 ２１６億１６７３万円   ５０００万円  ２５３日 
・平成２３年度 １９９億８５０３万円   ２０００万円  ２６５日 
・平成２４年度 １９２億７４６４万円   ４０００万円  ２６９日 
  
○ 開設から平成２３年度までの繰出金合計額 ４０８億８６０７万円 
 
 
２．包括委託検討の経緯 
  
 ・富山競輪も全国的な傾向のである平成３年度の２３４億円をピークに年々 
  売上が落ち込み中、平成１８年度赤字となったことから平成１９年度にお

いて、職員３名の減員・従事員の退職者不補充等の開催経費の見直しに取

組んだことから、９千万円を一般会計に繰出し、７８５５万円を平成２０

年度に繰り越した。しかしながら、長期的に売上の減少が続く中、今後と

も競輪事業を継続的に且つ安定的に運営し売上高の向上並びに業務の効率

化を図るための方法として包括委託を実施することにした。 
 
３．契約方式について 
  
 ・包括委託における先行場の契約方式には定額方式と最低保証額方式の２方

式が採用されている。富山競輪は定額方式を採用した。 
 
 定額方式を採用した理由 
 ① 富山競輪と同規模の他都市の状況を調査した結果、豊橋競輪、四日市競  
   輪において定額方式を採用していた。 



② 民間所有競輪場（花月園、松戸、西武園）においては、多額の累積赤字に

陥り廃止議論がなされたことから、単年度黒字が補償される最低保証額方

式を採用しているが、富山競輪は累積赤字はなく、単年度赤字も１回だけ

であった。 
 
③ 競輪事業を継続的且つ安定的に実施していくためには、施行者と受託業者

双方が、共に適切な利益の確保やリスクを共有することが必要であり、又、 
  高いグレードの競技開催を好む地元のファンの特徴を活かし、売上増進に 
  つながるインセンティブが働く契約条件を設ける必要がある。 
   
４．従事員の取扱いについて 
  
 ・受託者への従事員の転籍は、人件費の抑制や管理に係る事務の軽減になる

が転籍はその承諾・協力を得ることが大前提である、又、他場でも、一定

の期間をかけ理解を求めている。 
 そこで、富山市では包括委託実施時においては直営雇用とし、その後２年以 

  内に転籍を実施することにした。 
 
５．契約期間 
 
 従事員の雇用のこともあり、初回に限り最大５年間とした。 
 
６．受託者の決定方式について 
 
 自転車競技法において、募集要項の公表、受託者の公表等の手続きが定めら 
 れており条例・規則等を整備したうえで、多くの競輪場で公募型提案競技方 
 式を採用している事から、富山市も同様とした。 
 尚、包括委託実施に際しては、「富山市自転車競走実施条例」の改正が必要 
 になった。 
 改正内容：競輪の実施事務委託先に、私人に委託することが出来ることを追 
加した。 
 
 
 
 
 



７．富山競輪包括業務委託基本契約の委託料について 
  
 ① 契約の期間中、歳入決算見込額（特定の項目を除く額）から歳出決算 

額（特定の項目を除く額）に対して不足する際は、その不足する額を 
消費税及び地方消費税を除いた委託料の額から控除することができる。 
この場合、控除することのできる額は、６千万円を限度とする。 

  ② 契約の期間中、歳入決算見込額（特定の項目を除く額）から歳出決算 
額（特定の項目を除く額）に対して１億５千万円以上超過する際は、 
その超過する額の２分の１に相当する額に消費税及び地方消費税を加 
えた額を、追加委託料として支払うものとする。 
 

所感 
 

 今回の富山市競輪の行政視察では、松阪市が臨時議会で提案される包括民間

委託とはいかなるものか、富山市が包括民間委託に至った経過、又、業者選定

にあたる提案競技実施要領、さらには、包括業務委託基本契約書の写しも提出

頂き包括民間委託の実体並びに委託後の収支状況も把握することができました。  
そのことにより、包括民間委託に対する認識を深められた事は非常に有意義な

視察であり、松阪市の執行部より提案されるプレゼンテーション費用の予算、

さらに包括民間委託のプレゼンテーションを判断するうえで大きな確かな情報

となりました。 
 富山市においても、包括民間委託をしたからといって、売上が上昇していな

いのが実態であり、赤字は出ていないものの一般会計への繰出し金も数千万単

位と減少してきているのが現状でした。さらに、包括民間委託への移行前に一

度だけ赤字となったことが契機に、今後の先行きを考えての包括民間委託へ切

り替えたとのことでした。松阪市においての赤字幅は大きく２４年度の収支予

想では２億８千万円もの赤字が見込まれる中、包括民間委託をすれば赤字が解

消されることが可能なのか甚だ疑問が募ります。松阪市のこれまでの経営努力

や、対応の遅さに疑問を持たざるを得ないのが率直な感想です。 
 視察当日は、臨時場外が開催されており、大勢の方が来場されていましたが 
多くの方が６０歳以上の高齢者が殆どであり、ファーン層の拡大には至ってい

ないのが実情であることを認識させられました。しかし、日本写真判定のスタ

ッフは、明るい色のジャンバーをまとい明るいイメージの演出も覗えるところ

がありました。競輪業界全体が厳しい状況になりつつあることは事実であるこ

とは、富山市を見ても計ることができ、業界全体の問題もあることも強く感じ

ることが出来た視察となりました。 


